
Ｂ
グ
ル
ー
プ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
調
査
で
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

～
強
い
横
浜
を
め
ざ
し
て
～
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司
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本
市
で
は
、
横
浜
市
基
本
構
想

（
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
）
、
中
期
計
画
に

基
づ
き
政
策
を
予
算
化
さ
せ
各
種

事
業
を
展
開
す
る
。
そ
こ
で
は
地

域
に
お
け
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
な

が
ら
も
中
長
期
的
な
視
野
に
立
ち

効
果
的
な
施
策
を
打
ち
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
時
代
の
先
を
読
み
市
民
満
足
を

高
め
効
果
的
に
財
源
を
活
用
す
る

た
め
に
は
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
と

論
理
に
基
づ
い
た
精
度
の
高
い
判

断
が
求
め
ら
れ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
理
論
の
活
用
を
促
進
し
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。
し
か
し
本
市
で
は
社
会
調
査

を
政
策
に
生
か
す
体
制
が
弱
い
と

考
え
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
大

都
市
横
浜
の
強
み
を
活
か
し
弱
み

を
補
強
す
る
上
で
根
拠
と
も
な
る

社
会
調
査
を
ど
の
よ
う
に
実
施
・

分
析
し
、
施
策
の
展
開
に
結
び
付

け
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
か
、
都

市
経
営
の
観
点
か
ら
研
究
す
る
こ

と
と
し
た
。

１

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点
で

見
る
市
政
（
注
１
）

　
(
1
)
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
意
義

　
（
注
２
）

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
お
互

い
が
も
つ
モ
ノ
の
価
値
を
認
め
、

交
換
し
、
取
引
を
成
立
さ
せ
る
行

動
を
い
う
。
そ
の
重
要
な
役
割
は
、

買
い
手
の
購
買
意
識
に
つ
い
て
有

効
な
対
応
策
を
計
画
し
、
実
行
し

な
が
ら
潜
在
市
場
を
有
効
市
場
に

変
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
全
て

の
人
が
満
足
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
は
存
在
し
な
い
。
最
大
の
収
益

を
期
待
で
き
る
市
場
は
ど
こ
か
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
「
ニ
ー
ズ
」
（
何
か
満
た

さ
れ
て
い
な
い
状
態
を
知
覚
し
た

と
き
に
湧
き
起
こ
る
渇
望
感
で
、

到
達
す
べ
き
目
的
）
と
、
「
ウ
ォ

ン
ツ
」
（
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
あ
る

特
定
の
も
の
や
、
具
体
的
手
段
に

対
す
る
欲
求
）
を
峻
別
し
、
ウ
ォ

ン
ツ
の
背
後
に
あ
る
ニ
ー
ズ
を
探

る
こ
と
に
よ
り
、
本
質
を
見
据
え

た
施
策
が
可
能
に
な
る
。

　
(
2
)
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

　
経
営
上
の
、
将
来
の
構
想
と
そ

れ
に
基
づ
く
企
業
と
環
境
の
相
互

作
用
の
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
で
あ

り
、
企
業
内
の
人
々
の
意
思
決
定

の
指
針
と
な
る
戦
略
を
「
経
営
戦

略
」
と
い
う
。
そ
の
下
位
に
あ
る

複
数
の
戦
略
の
う
ち
、
特
に
「
市

場
」
に
主
眼
を
お
い
た
も
の
が

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
」
で
あ

る
。
「
市
場
」
を
「
市
民
生
活
」
と
読

み
換
え
れ
ば
市
政
の
問
題
と
な
る
。

　
(
3
)
Ｓ
Ｔ
Ｐ

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
「
市
場
」

「
競
争
」
「
自
己
の
強
み
」
を
枠
組

み
と
す
る
。
市
場
を
ニ
ー
ズ
に
よ

っ
て
分
類
し
（
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
＝
Ｓ
）
、
対
象
と
す
る
層
を

決
定
し
（
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
＝

Ｔ
）
、
競
争
状
態
の
中
で
自
己
の

強
み
を
発
揮
で
き
る
対
応
を
考
え

る
　
（
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
＝
Ｐ
）
。

　
(
4
)
４
つ
の
Ｐ
の
フ
ィ
ッ
ト

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
へ
の
十
分
な
対
応

の
た
め
に
は
、
製
品
政
策

（
P
r
o
d
u
c
)
｝
、
価
格
政
策
（
P
r
i
c
e
）
、

流
通
政
策
（
P
l
a
c
e
）
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
政
策
（
P
r
o
m
o
t
i
o
n
）
の

４
Ｐ
が
す
べ
て
フ
ィ
ッ
ト
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
を
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
い
う
。
製
品

を
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
れ
ば
市

政
の
問
題
と
な
る
（
図
１
）
。

　
(
5
)
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ー
リ
サ
ー
チ

　
の
必
要
性

　
企
業
が
提
供
す
る
価
値
（
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
）
を
売
る
に
は
消
費
者

に
選
ん
で
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、

「
選
ば
れ
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
」
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
価
値
が
選
ば
れ
る
か

を
探
る
た
め
に
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
ー
リ
サ
ー
チ
　
（
以
下
「
Ｍ
Ｒ
」

と
い
う
。
）
」
が
必
要
に
な
る
。

　
非
営
利
組
織
に
お
い
て
も
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
概
念
は
拡
張
さ
れ
、

消
費
者
行
動
理
論
に
基
づ
く
調
査

に
よ
り
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ー
ミ
ッ

ク
ス
が
計
画
・
実
行
さ
れ
て
い

る
。
市
政
に
お
い
て
も
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
Ｍ
Ｒ
の
視
点

が
有
用
で
あ
り
、
そ
の
基
本
と
な

る
の
が
社
会
調
査
の
手
法
で
あ
る
。

図１２
　
調
査
の
実
例
の
分
析

　
(
1
)
1
8
年
度
横
浜
市
民
意
識
調
査

　
本
市
の
実
際
の
調
査
か
ら
ど
の

よ
う
な
市
民
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き

る
か
、
標
記
調
査
に
ク
ロ
ス
集
計

を
か
け
て
分
析
を
試
み
た
。
詳
細

は
省
略
す
る
が
一
例
と
し
て
、
市

政
全
体
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
若

年
層
の
市
民
は
学
校
教
育
や
子
育

て
支
援
を
充
実
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

自
分
の
病
気
や
老
後
を
心
配
す
る

市
民
は
、
地
域
医
療
や
高
齢
者
福

祉
よ
り
も
防
犯
対
策
を
望
ん
で
い

る
と
い
う
結
果
が
出
た
。
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(
2
)
1
5
年
度
中
区
ま
ち
づ
く
り
に
関

　
す
る
区
民
意
識
調
査

　
同
様
に
標
記
調
査
を
因
子
分
析

の
手
法
を
用
い
て
再
検
討
し
て
み

る
と
、
根
岸
周
辺
の
区
民
は
生
活

環
境
に
関
す
る
満
足
度
が
高
く
、

本
牧
地
区
の
区
民
は
交
通
機
関
に

対
す
る
満
足
度
が
他
の
地
区
よ
り

圧
倒
的
に
低
い
、
な
ど
の
結
果
が

得
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
自
由
意
見
を
テ
キ
ス
ト

マ
イ
ニ
ン
グ
（
注
３
）
に
よ
り
分

析
す
る
と
、
山
手
、
元
町
、
関
外

地
区
は
歴
史
と
緑
の
あ
る
魅
力
あ

る
地
域
を
評
価
す
る
一
方
で
環
境

等
の
悪
化
を
憂
い
て
お
り
、
本
牧

地
区
で
は
交
通
ア
ク
セ
ス
等
の
ニ

ー
ズ
が
顕
著
に
う
か
が
え
る
結
果

と
な
っ
た
。

３
　
分
析
に
お
け
る
問
題
点

　
以
上
の
分
析
で
は
、
な
ぜ
そ
う

な
る
か
の
因
果
関
係
が
説
明
で
き

て
い
な
い
。

　
民
間
企
業
等
で
は
、
因
子
分
析
、

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
、
コ
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
分
析
、
コ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト

分
析
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
な

ど
、
よ
り
高
度
な
統
計
学
的
手
法

に
よ
る
分
析
が
広
く
実
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
実
の
中

に
存
在
す
る
傾
向
や
要
素
等
を
鮮

明
か
つ
科
学
的
に
抽
出
で
き
る
。

　
前
記
調
査
か
ら
も
同
様
に
、
因

果
関
係
を
捉
え
、
よ
り
深
い
市
民

ニ
ー
ズ
を
探
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
調
査

票
の
段
階
か
ら
こ
れ
ら
の
手
法
が

適
用
で
き
る
よ
う
な
「
問
い
」
と

「
選
択
肢
」
の
設
定
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一

例
と
し
て
、
因
子
分
析
を
行
な
う

た
め
に
は
３
段
階
以
上
の
尺
度
を

持
っ
た
賛
否
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ

る
な
ど
で
あ
る
。
調
査
の
実
施
に

際
し
て
は
、
調
査
の
企
画
段
階
で

そ
の
後
の
分
析
手
法
ま
で
視
野
に

入
れ
た
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

４
　
Ｍ
Ｒ
の
プ
ロ
セ
ス
と
留
意
点

　
　
（
注
１
）

　
(
1
)
Ｍ
Ｒ
の
プ
ロ
セ
ス

　
Ｍ
Ｒ
は
、
意
思
決
定
に
有
用
、

タ
イ
ム
リ
ー
、
効
率
的
、
正
確
の

４
点
が
要
件
で
あ
る
。
実
施
す
る

際
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
従
い
、
意

思
決
定
に
有
用
な
解
釈
が
可
能
な

調
査
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
　
　
「
ど
の
意
思
決
定

を
支
援
す
る
た
め
に
リ
サ
ー
チ
を

行
う
の
か
」
の
意
図
を
共
有
す
る
。

経
営
・
運
営
責
任
職
と
調
査
実
施

職
員
が
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
　
問
題
と
、
解
答
案
と

な
る
仮
説
を
開
発
す
る
。
因
果
関

係
と
変
数
を
徹
底
的
に
考
察
す
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
　
そ
の
Ｍ
Ｒ
が
本
当

に
必
要
か
検
討
す
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
　
具
体
的
な
リ
サ
ー

チ
方
法
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５
　
Ｍ
Ｒ
を
実
行
す
る
。

デ
ー
タ
を
収
集
、
分
析
し
、
解
釈

し
、
報
告
書
を
作
成
す
る
。

　
(
2
)
Ｍ
Ｒ
の
留
意
点

　
調
査
で
は
、
い
か
に
「
偏
り
の

な
い
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
う
か
」

が
最
も
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
事
実
を
的
確
に
表
現

す
る
」
「
事
実
を
説
明
す
る
」
の

が
調
査
の
二
大
原
則
で
あ
る
。

　
具
体
的
な
調
査
票
作
成
で
必
要

な
事
項
に
は
次
の
も
の
等
が
あ
る
。

ａ
　
回
答
者
の
認
知
度
を
確
認
し

た
上
で
行
動
意
向
を
確
認
す
る
。

ｂ
　
社
会
的
概
念
は
具
体
的
に
定

義
す
る
。

ｃ
　
因
果
関
係
の
仮
説
を
立
て
、

独
立
変
数
（
原
因
）
と
従
属
変
数

（
結
果
）
を
明
確
化
す
る
。

ｄ
　
一
質
問
一
論
点
に
絞
る
。

ｅ
　
難
解
語
・
曖
昧
語
・
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
を
排
除
す
る
。

ｆ
　
誘
導
的
な
質
問
を
し
な
い
。

ｇ
　
選
択
肢
は
適
切
な
数
に
す
る
。

ｈ
　
自
由
回
答
欄
は
有
意
味
な
場

合
に
限
り
設
定
す
る
　
等
。

５
　
調
査
支
援
担
当
部
署
設
置
の

　
　
提
案

　
Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
は
今
回
の
研
究

を
踏
ま
え
、
「
調
査
支
援
担
当
部

署
」
の
設
置
を
提
案
し
た
い
（
イ

メ
ー
ジ
は
図
２
）
。

　
当
該
部
署
は
、
そ
の
蓄
積
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
調
査
を
実
施
す

る
業
務
所
管
課
を
支
援
す
る
部
署

と
し
て
位
置
づ
け
る
。

　
調
査
実
施
部
署
で
は
な
く
、
調

査
企
画
段
階
で
①
Ｍ
Ｒ
の
ス
テ
ッ

プ
の
示
唆
、
②
偏
り
の
な
い
サ
ン

プ
リ
ン
グ
の
と
り
方
、
③
目
的
に

合
致
し
た
分
析
手
法
な
ど
に
つ
い

て
業
務
所
管
課
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
、
分
析
段
階
で
①
適
切
な
分

析
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
・
調
整
、

②
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約
に
よ
る

図２

専門機関による直接のアドバイス・支援

調査実施体制

専
門
家
の
支
援
、
③
結
果
が
出
な

い
場
合
の
見
直
し
等
の
支
援
な
ど

が
そ
の
主
な
機
能
で
あ
る
。

　
本
市
で
は
多
数
の
調
査
が
実
施

さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の

結
果
に
基
づ
く
施
策
・
組
織
の
戦

略
決
定
の
仕
組
み
や
成
果
が
明
確

で
な
い
。
調
査
資
源
を
民
間
企
業

と
同
水
準
に
一
層
有
効
活
用
す
る

た
め
、
調
査
支
援
担
当
部
署
の
設

置
を
議
論
す
る
余
地
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
回
の
研
究
を
機
会
に
、
本
市

責
任
職
、
職
員
が
リ
サ
ー
チ
ー
リ

テ
ラ
シ
ー
（
調
査
の
内
容
を
見
分

け
使
い
こ
な
す
力
）
を
身
に
つ
け
、

活
用
す
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、

我
々
も
さ
ら
に
強
い
横
浜
を
め
ざ

し
て
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
注
２
）

「
コ
ト
ラ
ー
に
学
ぶ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

白
井
義
男
監
修
・
イ
ー
ス
ト
プ
レ
ス
を

参
考
に
し
た
。
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（
注
３
）

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
採
掘
＝
マ
イ
ニ
ン

グ
し
、
有
益
な
情
報
（
鉱
脈
）
を
導
き

出
す
手
法
。
市
民
活
力
推
進
局
広
聴
相

談
課
が
導
入
し
た
ソ
フ
ト
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

（
注
１
）

本
項
は
横
浜
市
立
大
学
国
際
総
合
科
学

部
経
営
科
学
系

柴
田
典
子
准
教
授
の
講
義
を
踏
ま
え
Ｂ

グ
ル
ー
プ
で
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
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